



Preliminaries to Making an English-Japanese Wordbook of My Own 
TAKAHASHI  Yasuo 
Abstract:  A large number of excellent English-Japanese dictionaries are always at hand here in Japan today. 
Even so, we sometimes have difficulty in finding the information we want from them. We have to read grammar 
books or ask native speakers. The fruit of doing research should be the ability to gather all our knowledge in one 
place for easy access next time we need it. I’m planning to make an English-Japanese wordbook of my own. 




















である（Swan 1995 : 199）。 この表現でおもしろいと思うのは、日本語に訳した時に対応する数字
がずれることである。たとえば次の例では、「ごみは 3 日ごとに集められる」のように「ごと」を使
うと英語と日本語は同じ数字を使うことができるが、「おき」を使うと「ごみは 2 日おきに集められる」
というように数字を 1 つ少なく変える必要がある。3 日に 1 回ごみが集められるということは、間に
集められない日が 2 日あるからである。




Take this medicine every three hours.（荒木 1997 : 58）
この薬は 3 時間おきに飲みなさい。
　この違いはどこからくるのだろうか。day の場合は、1 日という単位になったものが連続している
のである。3 日に 1 回ということは、月曜日に集められたら、その月曜日は水曜日までの 3 つに区切
られたグループの中の最初の 1 つ、次に集められるのは木曜日はその木曜日から始まるグループの
中の最初の 1 つとなる。 間に集められない火曜日と水曜日が存在している。それに対して、hour の
場合は 1 時間ずつ区切られたものが並んでいるわけではない。つまり、3 時間に 1 回といえば、例え
ば、9 時に飲んだら、9 時からの 1 時間に飲んだので、10 時からの 1 時間と 11 時からの 1 時間を飛




He told Kirk he had come to Japan for a new experience but was tired of having to be an “entertainer” 
just to get his student to speak and of being treated as a “gaijin”.（Different : 9）
彼はカークに、日本には新しい経験を求めて来たが、生徒に話をさせるために、「エンターテイナー」
でいなければならないことにも、「ガイジン」として扱われることにも疲れたんだと打ち明けた。
　基本的には must=have to であるが、まったく区別なく使われるというわけではない。must は話し
手自身が課した義務を表し、have to は第 3 者や外的要因によって生じる義務を表すので、分布が異
なるといった説明はよく見られる。それに較べて、have to は機能的には助動詞であるが、have は元
来動詞なので、must では逆立ちしてもできない芸当ができるという事実に触れられることは少ない













Fred regrets having to sell his car, but he really needs more money to go to Hawaii.















にはレタス 1 玉は a head of lettuce というが、a lettuce でも問題はないという。「スーパーマーケット」
は何でも売っているので、植物としてのレタス、つまり「レタスの苗」という解釈もあり得るという。
おもしろいことに、「種苗店で」という文脈を整えたら、苗しか売ってないので、a lettuce は OK で、
− 60 −
a head of lettuce の方がだめになってしまう。
T
that
From the long list of beers, I picked out Captain, a local nutty beer, that goes very well with the crabs.









Where did rock and roll come from? （Things : 50）
ロックンロールはどこから生まれましたか。
　上の疑問文で予想される答えは、From the U.S.A.. などであると思われるが、教科書本文の次の部
分に関する問いなので、答えは From jazz and the blues. になる。
Rock and the blues came from jazz and the blues during the 1950s.（Things : 48）
ロックンロールは 1950 年代にジャズとブルースから生まれた。
　英語の where と what、日本語の「どこ」と「何」の対応関係には注意が必要だ。日本語で「スペ
インの首都はどこですか」というのを英語に訳させると、何も考えずに、Where is the capital city of 
Spain? と訳してしまう学生がいる。しかし、これではスペインの地図を見せられて首都がどこに位
置しているかを聞かれているような状況になってしまう。It’s Madrid. という答えが期待されている
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